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53.迷切の現況について
宗罰和俊，大矢和光(広田胃湯病院〉
十二指腸潰蕩とその合併症に対する箭式の実擦の施行
頻度を，米，加，豪，仏，西の諸国について調査 (1980 
-1981)した。迷切衡が98%，胃切除は 2%にすぎず迷
切除のうちでは TV79%，SGV 8 %， SPV 12%であ
る。穿孔や大量出血では， TV 85弘， SGV5%，SPV4 
誌であり， ドレナージ手術の種類の選択頻変等について
も詳述した。 
54.新しい考え方による麗癌の治療法
高瀬靖夫(高瀬謹撰〉
患者を腹臥位iこし，脊推の正中線より両恒)j約1.5寝の
所で，金沢大学石川教授の皮電計が最も強くJ5f.恋する個
所に印をつけ，其処よ担長さ約 5cmの注射針を刺入し， 
X線テレピ透視下で其の部に最も近い椎間関蔀部につき
あたる迄針を稿入し， 2%プロカイン 2c.cを注入， 1 
-2分後に20%葡萄糖液10c.c.を注入する事により機能
性疹請に対して著効を示し，重症者に対しても適 1.-2
自の反復注射で良効なる効果を得て居る事を報告す。 
55.右腸膏静脹に発生した悪性肉腫の 1椀 
0田代豊一，柴由昇
〈冨立諸国中央病院・心血管外科〉
血管原発の悪性腫蕩は謹めて稀しい。本邦では右湯骨
静Jl誌に発生した平滑第肉腫の報告は見られない。症例， 
38議，♀。主訴，右下肢撞張，右鼠径部腫濯。手紙右
総揚骨静脈から右大腿静掠にかけ，血管に限局した麗蕩
であり， 18x 5cm，病理組織で静寂原発の平滑第肉麗で
ある事が証明された〈九大病理〉。衝後 2月経過長好で
である。
本邦で血管原発の悪性麗蕩譲治街の報告がみられない
のでここに報告した。 
56.ルーチン胃内視接接査により発見された阜需蕗癌
の1倒
加藤一雄(江戸橋内科センター診療所〉
上援部異和感を訴える63歳男子を内視鏡 GIF-P2でス
クリーニング，胃タト性圧排による変形と，血清アミラー
ゼの上昇がきっかけとなって根治手術の出来た早期捧惑
の一例を報告し，胃内視鏡診断iこi察しては，粘膜Eの病
変のみにとらわれず，広範撮影による曹の変形に留意す
ベきことを強調した。 
57.頭部 CTの使用経験
新井洋太賂〈新井病読〉
頭部 CT を痩用してよ!J2年になりますが，その中
よヲ症例を 5例発表させて戴きます。
頭部 CTは腿波や脳動..Il*x-p検査に比較して大変
診断が容易であり救急の擦には大変役に立つものと考え
てお安ます。 
58.可移植性黒色腫に対する血溝化学療法の実験的研
究
中野喜久男，塚原則幸，時国高志
(千葉がんセンター)
藤村真示 〈千大・生化学〉 
C57BC/6マウスに B-16melanoma Ce111 x 106ケを移
檀し抗 B-16melanomaウサギ血清 19G結合 chloram-
bucilを注射したが，延命効果，麗蕩抑制効果共に無効
であった。同系t1!症マウス血清 19G結合 chlo主ambucil
注射群では注射の前半で若干の彊蕩抑制の傾向がうかが
われたが延命効果はみとめられなかった。 
59. ~ヒ呈大学における腎移植の現況 (VII)
渡部浩二，枯木登(北呈大学臓器移植)
昭和56年12月まで生体腎136例， 死体腎26例施行。遥
算生着率は各々60%， 31%， 生存率は84%， 81%であ
る。生体腎94例の分続で生蕃率詰 DR適合度とよく桔
欝し，ミスマッチ 0群は 7年後も70%であった。 DR適
合度試A，Bよ習も中枢的な役割を示した。街前ドナー
特異 DR (Bwarm)抗体保持者は全例廃絶されたが， 
B cold抗体は生著iこ好影響を与えていた。 
60.良性担道狭窄痘に対する新しい再建法
関村隆夫，深這立，毘崎梓
竹島撤，轟 健，石)1[詔雄
折居和雄，岩諦洋治 〔筑波大〉
良性担道狭窄症に対する再建締式とし狭窄部の切除か
濃化管吻合がー設的に施行されている。最近乳頭部機能
を混存し，狭窄部を大きく切開拡大した後，欠損部に有
茎性に空揚壁を挙上し，欠損部胆管iこ経合する箭式を臨
床例 2例iこ試みて，良好な予後を得ているのでその街式
の詳細について発表した。
